
転編入学をご検討の方へ 

 

 

転編入生を交えた交流会の様子 

 

一ツ星には、年度替わり／年度途中を問わず、多くの転編入生が入学してきます。 

以下のページでは、転編入生がどのように学校を選び、一ツ星で高校生活をすごし、卒業

後の進路に進んでいったのかをご紹介します。転編入学をご検討中の皆さんの参考になれ

ば幸いです。 

 

 目 次  

P.１～P.４ 卒業生体験談（転編入生版） 

※ここに登場する卒業生 3 名は、すべて一ツ星に転編入学した生徒です 

P.５～P.６ メモリーズ ～彼らの一ツ星での学校生活の様子～ 



卒業生体験談

(転編入生版)

interview

「一ツ星だから、出来たこと。」

湘南一ツ星高等学院

これから高校を選ぶ皆さんへ
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卒業後について教えてください。

入学の経緯を教えてください。

interview

変化のきっかけを教えてください。

その後の学校生活はどのように変化しましたか。
高校選びに悩んでいる皆さんへのメッセージ。

第4期卒業生  Cさん

相模女子大学  在学中

一ツ星での一番の思い出は何ですか。

ちょこっと質問コーナー

　全日制に通っていましたが徐々に体調不良により

欠席が増え、勉強にもついていけなくなりました。

転校を検討の際、通信制高校に対するイメージは正

直あまり良くなかったです(笑)。一ツ星の決め手は

｢年間で最小限の登校可能｣というところでした。先

の見えない体調と向き合いながら高校卒業の資格を

取りたいと思い入学しました。また見学来校の際、

在校生の方とお話したのも大きかったです。

　学校見学の際の在校生と交流する機会や、入学後

もイベントなどの様々な交流会が沢山行われてお

り、学年や性別の壁を超えて仲良くなることができ

て、小規模校だからこその良さがあります。また在

校生の皆さんも本当に素敵な方ばかりで、お互いの

ことを話していくうちに自分の過去のことや好きな

こと、辛いこと、夢などを語り合ったりして、ここ

では誰にも否定されず ｢ありのままの自分｣を迎え

入れてくれる雰囲気がありました。
辛いのは自分

だけと思っていたり、周りの目を気にして過ごして

いた自分の狭い視野が、一気に広がったと感じたの

が大きなきっかけだと思います。

　元々転校する前は、あまり通うつもりでは無く、

最低限の登校ならなんとかできるかなと思っていま

した。そんな私が実行委員やイベント運営、そして

今度は自分が在校生側として転校や入学を考えてい

る方とお話させてもらうなど、前面に立つ役割を積

極的に担うようになりました。 今思い返すと教室に

入れなくなった自分が｢学校に通えるようになった｣

というのが私の中での大きな変化です。

　すれ違いや衝突も沢山あって、大バトルも勃発し

て、一時はどうなる事かと思いましたが、それも最

後は乗り越えて、今があります。

　私たちの代から始めた創作ダンスも、当時は出演

者集めに必死でした。あまり乗り気でなかった友達

に土下座してお願いしたり(笑)。あの奇跡のメンバ

ーで踊れたのはいい思い出です。今では規模も大き

くなり、体育祭の伝統になっているようで、嬉しい

です。

　現在は大学に進学しています。主に社会学を勉強して

おり地域や企業、現代の疑問や課題解決の他に経済、経

営、心理、福祉など自身のやりたいことを見つけながら

幅広く勉強しています。 

　大学受験の頃は、通えるかとても不安でしたが現在で

は順調に単位取得が出来ています！ 高校時代に沢山支え

てくれた様々な人への憧れを持ち、将来は｢人を支える仕

事｣に就きたいなと考えています。

Q. お気に入りだった放課後スポットは？

A. 旧校舎の廊下！常連のたまり場で、思い出～☆

　 それと、一ツ星の職員室が結構好きです。つい　　

　 つい話ちゃうんですよね～。

　｢人生は思ったよりなんとかなります！笑｣ 

元々は自信が何も持てずネガティブな考えばかりでし

た。一人で抱えず、時には人に頼ってください。高校時

代は体調不良など色々ありましたが無事に卒業し、それ

に加え夢だった大学生にも慣れました。それは一人だけ

でなく関わって下さった皆さんのお陰だと思っていま

す。 振り返ると高校生活は本当に濃い３年間です。
自信

を持って後悔のないよう沢山挑戦してみてください♩

　やっぱり体育祭！私たちが3年で高校最後の年

に、一ツ星史上初の体育祭の立ち上げをしたんで

す！これは本当にどうしてもやりたくて、全くのゼ

ロから企画、構想、準備、運営でした。本当に大変

だったけど、最高の思い出です。
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　同級生や先輩との関わりが大きなきっかけです。私の

場合は11月に転入し、すぐに文化祭がありました。飲食

ブースの担当になったので、試食等の機会も多く、早速

自身の課題と向き合わなければならなくなりました。

　そこで、親しくなった友人達には、人前で食事をとる

ことが出来ないことを打ち明けました。友人達は必要以

上に詮索したりせず、試食の際には自然に私が食べなく

て済むように動いてくれました。その経験から「思って

いるよりも周りは優しいし、課題もなんとかなるのかも

しれない。」と思うことが出来ました。友人達が私の事情

を知った後にも、変わらず遊びや食事に誘ってくれたの

も有難かったです。お陰で自分のペースで乗り越えるこ

とが出来ました。

卒業後について教えてください。

　高1の11月頃、人前で食事をすることが難しくなりま

した。親しい友人もいましたが、悩みを相談することが

出来ず、次第に人間不信のような状態に陥っていきまし

た。それまで、いわゆる不登校とは無縁の生活を送って

いたので戸惑いながらも「どうしたら社会復帰出来る

か。生きていけるか。」を必死に模索しました。

　通信制高校やサポート校の存在を知り、無理なく通え

る範囲にある学校を探し始めました。一ツ星は、生徒が

主体となり学校作りをする校風が印象的でした。行事が

多いことや、社会と関わる機会が豊富な点に魅力を感じ

ました。「ここなら立て直すことが出来るかもしれない。」

と思い、一ツ星への転入学を決意しました。

入学の経緯を教えてください。

interview

変化のきっかけを教えてください。

その後の学校生活はどのように変化しましたか。

　文化祭を通し、交友関係の輪がぐっと広がりました。

一ツ星生は優しい人が多かったので、とても過ごしやす

い環境でした。

　自信がついてきたことで、スポーツ用品店でのアルバ

イトにも挑戦できました。それまであまり経験したこと

のなかった社会の厳しい目線も知り、責任感や継続力を

養うことが出来ました。卒業後の今も働かせていただい

ています！

　一ツ星に転入学する前から、理学療法士になりたいと

いう夢がありました。幼少期からスポーツが好きで、そ

の経験を活かしたいと思ったことがきっかけです。

　総合型選抜では入試に挑戦し、スポーツ経験やスポー

ツ用品店でのアルバイトを主にアピールして合格をいた

だきました。友人関係にも恵まれ、勉強もとても楽しい

です。介護施設や病院での実習も始まり、より夢への想

いが深まる毎日を過ごしています。

高校選びに悩んでいる皆さんへのメッセージ。

　まずは、「今一番やりたいこと・なりたい自分」を大切

にしてほしいです。それを実現しやすい環境を納得のい

くまで探しましょう！

　そして、気になった学校には実際に足を運び、生徒や

先生の雰囲気をリアルで感じることが大切だと思いま

す。

第5期卒業生  Aさん

横浜リハビリテーション専門学校 在学中

一ツ星での一番の思い出は何ですか。

　卒業前最後の行事だった文化祭です。私は、友人に推

薦される形で、実行委員長を任されることになりまし

た。それまで実行委員長等、全体をまとめる立場を経験

したことがなかった為、最初は戸惑いもありました。

　実行委員皆が本気で文化祭と向き合っていたので、時

にはぶつかり合うこともありました。だからこそ、無事

に当日を迎えられた時には、胸に迫る思いがあったこと

を覚えています。

　同級生や後輩との仲を深められただけでなく、それま

であまり知らなかった色々な人の良い所に知る機会にも

なり、卒業前に忘れられない思い出を作ることが出来ま

した！

ちょこっと質問コーナー

Q. お気に入りだった放課後スポットは？

A.  バーガーキングとカラオケです♪

　  食べて歌って、疲れを吹き飛ばしていました！
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　親友と呼べる２人の友人との出会いです。彼女達と

は、学校生活を送る中で自然と仲良くなっていきまし

た。最初は学校に行ったときには話すだけでしたが、行

事等を通して徐々に仲が深まっていきました。

　それまで親友と思える存在はいませんでしたが、彼女

達には「親友ってこういう事なんだ！」と思うことが出

来ました。おかげで楽しい日々を送れました。大切な友

人と出会うことが出来たので、きっかけとなった行事に

参加して良かったと心から思います。一ツ星では多様な

価値観を持った生徒がいますが、互いの意見を尊重しあ

卒業後について教えてください。

　私は、高校２年生の４月に一ツ星に転入学しました。

中学時代から精神的不調で不登校気味な時もありました

が、全日制高校に進学しました。しかし、高１の２学期

頃から再び不登校になりました。単位修得は出来たもの

の、残り２年を全日制で過ごす事は難しいと判断し、転

校を決意しました。転校を検討し始めた頃は、親とかな

り揉めました。今となっては、親としても通信制高校や

サポート校についてを正しく理解していない時期だった

ので、私の将来を案じての事だと理解できますが、当時

は私にとっても親にとっても苦しい時期でした。

　一ツ星は、合同説明会で知りました。当時は「何も頑

張らず、とにかく休息をとりたい」という気持ちが強

く、一ツ星のフレックス登校制とスクーリングが宿泊を

伴わないという点に魅力を感じ、転入学に至りました。

入学の経緯を教えてください。

interview

変化のきっかけを教えてください。

入学後の学校生活はどうでしたか。

　転入学当初は、心身ともにボロボロだったので、前向

きな高校生活を送ろうと思うことが出来ませんでした。

転入後すぐの担任の先生との面談でも「友達も積極的に

欲しいと思わないし、やりたいことも特にないです。」と

言ったことを覚えています。あの頃は、心が冷え切って

いましたね（笑）。

　当時は周囲に対して無意識に壁を作ってしまっていた

と思いますが、それでも周りの生徒達は声をかけてくれ

しました。転校生に対しても温かく迎え入れてくれる空

気感は一ツ星の校風だと思います。

高校選びに悩んでいる皆さんへのメッセージ。

　自分の声を聞くことを大切にして欲しいです。やらな

ければならない事以外は、無理に誰かに合わせたりする

必要はありません。自分と向き合って、自分をなりたい

自分を信じて進路選択をしてください。

第5期卒業生  Mさん

川崎市立看護大学 在学中

一ツ星での一番の思い出は何ですか。

　１学年上の先輩達の卒業式です。先輩との別れが寂し

い気持ちと同時に、自分もあと1年で卒業を迎えるという

事が現実味を帯びた瞬間でした。１年後、「高校生活を全

力でやり切った！」と思える卒業式を迎えられるように

残りの生活を大切にしようと思うことが出来ました。

　３年生をそんな気持ちで過ごし、自分の卒業式では、

思い描いていた以上の状態になれたと思います。今でも

友人達と会うと、高校時代を振り返ります。友人や先生

に恵まれた高校生活を送れたので、一ツ星にはとても感

謝しています。

ちょこっと質問コーナー

Qお気に入りだった放課後スポットは？

A. バーミヤンです♪「バミろ～」という言葉が

　友人間での流行語になっていました (笑)

う環境なので、柔軟な考え方を養うことが出来ました。

　転入前までは大学進学以外は考えられないと思ってい

ましたが、一ツ星で様々な生徒と接し、進路選択の正解

は一つだけではないと思うようになりました。専門学校

等も幅広く検討した上で、大学進学を目指すことが出来

ました。両親も私の夢を応援してくれて、勉強に打ち込

む環境を整えてくれました。

　とことん自分と向き合った事で、勉強が“しなければな

らないもの”から再び”したいもの”に戻りました。第一志

望校に合格でき、看護師という夢を叶えるために日々頑

張っています！
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 friends
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Memories

Hitotsuboshi
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